
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                    

                  

                  

 

 

 

 

                                                                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月１日発行  
 

上山市南部地区公民館 
上山市河崎一丁目１－２３ 

T E L ６７３－７２５５ 
ＦＡＸ ６６６－８１４８ 

nanbu-1@honey.ocn.ne.jp 

１０月の公民館だよりは、９月２９日（金）発行です。 

６（水） 

７（木） 

１３（水） 

  

２９（金） 

 

モルックを楽しもう   

救命救急講座 

ともがき 第４回学習会「健康講話」 

ともがき 第２回運営委員会 

～わきあいあい～ 第４回拡大実行委員会 

 

午前９時３０分～ 

市議会議場 （市役所２階） 

９月定例会の一般質問 

当日は多くの傍聴者が予想されることから、 

市役所１階の市民フロアにテレビ傍聴席を準

備します。 

議会事務局 ０２３－６７２－１１１１（内線２５１） 

 

 

時 間 

場 所  

内 容  

その他  

 

 

問合せ  

 

● 参加費  

● 参加対象  

● 持ち物  

無料 

南部地区にお住いの方 

運動シューズ、タオル、

水分補給用飲料など 

お子様から高齢者の方まで、誰に

でもわかりやすく楽しめるレクリエー

ション内容を準備しております！ 

詳細は隣組回覧をご覧いただき、

ぜひお誘いあわせのうえご参加くだ

さい‼ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いつ発生してもおかしくない災害に備えて山形市市民防

災センターに向かい、地震体験・消火体験・煙体験の３つを

行いました。 

「地震体験」では、震度７までの揺れを体験、参加者は「命

の危険を感じるね」と、体感しており、地震発生時に慌てず

身を守る方法や注意点などを学びました。 

「消火体験」では、スクリーンに写し出された火災映像を、

訓練用消火器を使って消火を行い、初期消火の大切さ知る

ことができました。 

「煙体験」では、火災で発生する煙の恐ろしさや危険性の

説明を受け、暗闇で煙が充満した通路を低い姿勢で壁をつ

たいながら避難する方法を学びました。 

参加者は真剣な面持ちで訓練し、「普段できない体験がで

きて良かった、できる事から防災に備えたい」と防災意識を

高めていました。 

  令和５年度のかかし祭りに合わせ、上山の風物詩である「かかし」を作っ

て大切な文化を受け継いでいこうと、南部地区かかしつくり隊が一致団結

し、8/２１(月)より、かかし制作を開始しました。 

完成したかかしは公民館正面の花壇に設置予定です。今年はどんなかか

しが完成するのか、ご期待ください！ 

７月２７日(木) 一般講座【防災講座】 

於 ： 山 形 市 市 民 防 災 セ ン タ ー 

８月１０日(木) 少年教室「のびっ子クラブ」

【 ３ Ｄ プ リ ン タ 体 験 教 室 】 

於：山形市市民防災センター 

火元を狙って消火！ 

３Dプリンタに興味津々 

「かみのやま温泉 かかし９days」 

期 間 ： 令和５年 9/１６(土)～9/２4(日)９日間 

会 場 ： 上山市民公園 

３ＤＣＡＤの入力 横戸教育長も見学に 

 

 様々な分野で活用が期待されている３Ｄプリンタや、実際

に見ることが少ない３Ｄスキャナを使って、夏休み真っ只中

の小学生が体験学習を行いました。 

 講師より、それぞれの機械の基本的な仕組みなど話を聞

いたあと、実際に動いている様子を見学。素材となる樹脂

が積み重なって形になる３Ｄプリンタや、造形物がレーザー

を当てることでデーター化される３Ｄスキャナを子供たち

は不思議そうに見入っていました。 

 また、印刷された造形物を手に取り、「どうやって作って

いるの？」と、講師に質問する姿が。その疑問の答えは、３Ｄ

ＣＡＤの操作でパンダメダル作り体験をすることで知ること

ができました。ＰＣで作成したデジタルデータを立体（３Ｄ）

にするために、顔のパーツの高さを決めて、画面のモデル

を上下左右動かしながら、慎重に出来あがりを確認して完

成させていました。 

さらに、講師自作の反射神経ゲーム体感やゲームも体験

し、子供たちは夢中になり、プログラミングへの好奇心でい

っぱいの様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

義手の印刷物 

 

講  師 山形県サイエンスインストラクター      
アシスタント やまがたメイカーズーネットワーク 代  表  
                             副代表 

齋藤  薫さん 
大津  清さん 
那須広紹さん 


